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令和元年度みやま市公共下水道事業特別会計決算に係る主要な施策の成果 

  

平成８年６月に全面供用開始している上長田地区の公共下水道事業は、令和元年度末下水道への

接続人口が６６９人となり、処理区域内人口７７９人で除した水洗化率は８５．９％となって  い

ます。現在は、施設の維持管理を主に行っています。（接続戸数２３４戸、接続率７９.３％） 

また、矢部川流域下水道事業は、平成９年度より事業着手しています。平成２９年度に流域関連

公共下水道事業認可変更を行い、認可面積１１９．２ha、計画人口３，２１０人となっています。

令和元年度は、下庄・文廣・本郷地区の管渠布設工事を行いました。令和元年度末時点で下水道へ

の接続人口が１，５２６人となり、処理区域内人口２，７８３人で除した水洗化率は５４．８％と

なっています。（接続戸数は、５２８戸、接続率５２．６％です。） 

 

令和元年度みやま市公共下水道事業特別会計の決算の状況及び主要な施策の成果は次のとおりで

す。令和２年度より地方公営企業法を適用したため、令和２年３月３１日をもって公共下水道事業

特別会計を廃止しました。 

 

歳入決算額          ３９０，０１６，６９８ 円 

歳出決算額          ３８０，５４３，０５７ 円  

歳入歳出差引額          ９，４７３，６４１ 円 

翌年度へ繰越すべき財源              ０ 円 

実質収支額            ９，４７３，６４１ 円 

 

歳入総額は、３９０，０１６，６９８円であり、前年度より３３，００５，９４７円の減少とな

っています。 

歳出総額は、３８０，５４３，０５７円であり、前年度より２６，４３２，９２４円の減少とな

っています。 
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令和元年度   歳入歳出決算の状況 

歳       入 

予  算  科  目  

決算額 

 

構成比 

内 訳 

款 項 目 上長田 流域関連 

1.分担金及び

負担金 

1.負担金 1.下水道負担金 12,012,500 3.1 300,000 11,712,500 

2.使用料及び

手数料 

合 計 

1.使用料 

 

1.下水道使用料 

2.総務手数料 

40,603,383 

98,900 

40,702,283 

 

 

10.4 

11,635,630 

30,960 

11,666,590 

28,967,753 

67,940 

29,035,693 

3.国庫支出金 1.国庫支出金 1.公共下水道費

国庫補助金 

83,000,000 21.3 0 83,000,000 

4.県支出金 1.県補助金 1.県補助金 0 0 0 0 

5.繰入金 1.一般会計繰

入金 

1.一般会計繰入

金 

174,655,000 44.8 27,085,125 147,569,875 

6.繰越金 1.繰越金 1.繰越金 16,046,664 4.1 4,974,466 11,072,198 

7.諸収入 

 

 

 

合 計 

1.延滞金加算

金及び過料 

1.延滞金 

2.過料 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2.市預金利子 1 市預金利子 0 0 0 0 

3.雑入 1.雑入 1,000,251  310,078 690,173 

  1,000,251 0.2 310,078 690,173 

8.市債 1.市債 1.下水道事業債 62,600,000 16.1 0 62,600,000 

歳入合計   390,016,698 100 44,336,259 345,680,439 

 

歳       出 

予  算  科  目  

決算額 

 

構成比 

内 訳 

款 項 目 上長田 流域関連 

1.総務費 

 

 

合 計 

1.総務管理費 1.一般管理費 

2.下水道維持費 

3.賦課徴収費 

9,060,786 

165,882 

3,363,133 

12,589,801 

 

 

 

3.3 

2,808,844 

129,162 

1,042,571 

3,980,577 

6,251,942 

36,720 

2,320,562 

8,609,224 

2.下水道費 

 

 

 

1.公共下水道

費 

 

小 計 

1.下水道建設費 

2.下水処理場管

理費 

227,507,057 

9,317,599 

 

236,824,656 

 7,920,587 

9,317,599 

 

17,238,186 

219,586,470 

 

 

219,586,470 
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合 計 

2.流域下水費 

 

 

 

小 計 

1.流域下水道建

設事業費 

2.流域下水道管

理費 

1,972,370 

 

24,653,920 

 

26,626,290 

 0 

 

0 

1,972,370 

 

24,653,920 

 

26,626,290 

  263,450,946 69.2 17,238,186 246,212,760 

3.公債費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計 

1.公共下水道

公債費 

 

 

小 計 

1.公共下水道元

金 

2.公共下水道利

子 

54,986,879 

 

18,002,835 

 

72,989,714 

 19,175,090 

 

4,376,850 

 

23,551,940 

35,811,789 

 

13,625,985 

 

49,437,774 

2.流域下水道

公債費 

 

 

小 計 

1.流域下水道元

金 

2.流域下水道利

子 

22,668,343 

 

8,844,253 

 

31,512,596 

 0 

 

0 

22,668,343 

 

8,844,253 

 

31,512,596 

  104,502,310 24.4 23,551,940 80,950,370 

4.予備費 1.予備費 1.予備費 0 0 0 0 

歳出合計   380,543,057 100 44,770,703 335,772,354 

 

 

前年度との比較 

歳 入                                  （単位：円） 

予 算 科 目 令和元年度決算額 平成３０年度決算額 比  較 

１分担金及び負担金 12,012,500 13,425,000 △1,412,500 

２使用料及び手数料 40,702,283 39,474,444 1,227,839 

３国庫支出金 83,000,000 105,000,000 △22,000,000 

４県支出金 0 0 0 

５繰入金 174,655,000 186,650,000 △11,995,000 

６繰越金 16,046,664 6,492,288 9,554,376 

７諸収入 1,000,251 2,680,913 △1,680,662 

８市債 62,600,000 69,300,000 △6,700,000 

歳 入 合 計 390,016,698 423,022,645 △33,005,947 
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歳 出                                  （単位：円） 

予 算 科 目 令和元年度決算額 平成３０年度決算額 比  較 

１総務費 12,589,801 4,941,087 7,648,714 

２下水道費 263,450,946 302,843,119 △39,392,173 

３公債費 104,502,310 99,191,775 5,310,535 

歳 出 合 計 380,543,057 406,975,981 △26,432,924 

 

歳    入 

歳入予算科目別決算の状況は、次のとおりです。 

 

分担金及び負担金 

令和元年度の受益者負担金は、現年度分が１１，４２５，０００円、過年度分が５８７，５０

０円で総額が１２，０１２，５００円となっています。前年度との比較としましては、１，４１

２，５００円の減少となっています。 

 

使用料及び手数料 

令和元年度の下水道使用料は、現年度分が３９，９７９，７３０円、過年度分が６２３，６５

３円、指定工事店登録手数料等が７６，０００円、督促手数料が２２，９００円で総額が４０，

７０２，２８３円となっています。前年度との比較としましては、１，２２７，８３９円の増加

となっています。 

 

国庫支出金 

令和元年度の国庫補助金は、社会資本整備総合交付金で８３，０００，０００円となっていま

す。前年度との比較としましては、２２，０００，０００円の減少となっています。 

 

繰入金 

令和元年度の繰入金は、公共下水道事業分が１３８，５６７，０００円、流域下水道事業分繰

入金が３６，０８８，０００円で総額１７４，６５５，０００円となっています。 

 

繰越金 

 令和元年度の繰越金は、１６，０４６，６６４円となっています。前年度との比較としまして

は、９，５５４，３７６円の増加となっています。 
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諸収入 

 令和元年度の諸収入は、消費税還付金等で１，０００，２５１円となっています。 

 

市債 

令和元年度の地方債は、公共下水道事業分が６１，２００，０００円、流域下水道事業分が１，

４００，０００円で総額６２，６００，０００円となっています。 

 

歳    出 

 

歳出予算科目別決算の状況は、次のとおりです。 

 

総務費 

総務費は、地方公営企業適用業務委託料、下水道料金システム保守管理委託料、水洗便所改造

工事補助金、下水道維持補修工事費等が主な支出であり、１２，５８９，８０１円となっていま

す。 

 

下水道費 

  下水道費は、下水道建設工事費、水道管移設負担金、処理場の維持管理費が主な支出で２６３，

４５０，９４６円となっています。 
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 令和元年度公共下水道事業の実施状況 

● 公共下水道費 

〔目 的〕 

下水道整備をすることにより、河川や水路の水質改善及び住民生活の環境改善を図ることを 

目的とするものです。 

〔成 果〕 

  社会資本整備総合交付金事業により下水道管渠を１，６０９.０ｍ布設することが出来ました。 

 

下水道建設事業費 

（１）委託料                             （単位：円） 

業 務  名 委託料 主な業務内容 

下水道設計積算システム保守委託 176,040 積算システム保守 

 

（２）使用料及び賃借料                         （単位：円） 

業 務  名 賃借料 主な業務内容 

下水道設計積算システムリース 46,980 システムリース 

 

（３）工事請負費           （単位：円） 

工  事   名 工事箇所 工事費 主な工事内容 

公共下水道工事に伴う舗装復旧（1 工

区）工事 
下庄字筒井 7,901,280 面積 A＝1680 ㎡（補助事業） 

公共下水道工事に伴う舗装復旧（2 工

区）工事 
下庄字生竹 9,831,240 面積 A＝1825 ㎡（補助事業） 

公共下水道工事に伴う舗装復旧（3 工

区）工事 
下庄字西池田 6,966,000 面積 A＝1490 ㎡（補助事業） 

公共下水道管渠布設（１工区）工事 下庄字中町 25,316,500 延長 L＝149.0ｍ（補助事業） 

公共下水道管渠布設（２工区）工事 下庄字上町 60,792,600 延長 L＝581.9ｍ（補助事業） 

公共下水道管渠布設（３工区）工事 下庄字馬場 67,657,700 延長 L＝652.4ｍ（補助事業） 

公共下水道管渠布設（３処理分区）工

事 

本郷字差向 17,376,700 延長 L＝225.8ｍ（補助事業） 

公共桝新設工事 下庄字北原他 2,137,860 ６箇所 

計 197,979,880  
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（４）負担金補助及び交付金                        （単位:円） 

項   目 負担額 主な内容 

水道管移設負担金 7,519,992 水道管移設負担金 

 

下水処理場管理費 

（５）委託料                               （単位：円） 

業  務  名 委託料 主な業務内容 

上長田浄化センター水質検査業務委託 721,852 流入水、放流水の水質検査 

上長田浄化センター維持管理業務委託 3,659,350 浄化センター維持管理 

マンホールポンプ維持管理業務委託 559,090 
流域関連マンホールポンプ維持管

理 

上長田浄化センター内樹木管理委託 79,477 場内の樹木剪定等 

上長田浄化センター脱水汚泥処理業務 310,446 脱水汚泥処理・運搬・分析 

情報配信サービス業務委託 52,800 異常通報システム 

計 5,383,015  

 

（６）工事請負費                        （単位:円） 

項   目 負担額 主な内容 

ブロワー維持補修工事 1,127,610 ブロワー３基分解整備 

 

● 流域下水道費 

〔目 的〕 

生活排水による水質汚染、水辺環境の悪化が問題となり、生活排水を適切に処理することを  

目的に平成９年度より福岡県が事業主体となり矢部川流域下水道事業で整備する汚水幹線や処理

場等の負担金です。 

〔成 果〕 

  次表のとおりです。 

 

  （１）負担金補助及び交付金                        （単位:円） 

項   目 負担額 主な内容 

矢部川流域下水道事業建設費負担金 1,540,770 処理場及び幹線管渠の建設負担金 

矢部川流域下水道促進協議会負担金 431,600 
矢部川流域下水道促進・推進協議

会負担金 
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矢部川流域下水道管理費負担金 24,653,920 矢部川流域下水道管理費負担金 

計 26,626,290  

 

公債費 

 公債費は、起債償還元金が７７，６５５，２２２円、起債償還利子等が２６，８４７，０８８円

で総額１０４，５０２，３１０円となっています。 
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